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近
年
の
英
図
董
業
革
命
史
評
努
は
、
従
来
の
ラ
シ
カ
シ
ャ
ー
の
棉
業
中
心
巴
「
典
型
的
産
業
革
命

1
繊
維
産
業
革
命
型
類
型
」
の
考
察
か
ら
、
織
・

石
炭
・
精
銅
・
製
陶
・
製
関
な
ど
の
「
非
典
塑
的
産
業
革
命
」
の
部
門
の
研
究
の
瞭
大
と
、
地
域
的
研
究
の
設
展
へ
、
す
な
わ
ち
『
楠
に
研
究
領
域
蹟

大
に
よ
る
産
業
革
命
遁
棋
の
貫
相
究
明
』
を
試
み
る
こ
と
に
、
そ
の
一
つ
の
方
向
や
求
め
亡
い
る
。
そ
の
結
果
各
部
門
の
規
槙
・
謹
度
・
時
期
・
要
因

は
、
棉
業
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ぬ
こ
と
が
立
詮
さ
れ
、
古
典
的
な
『
下
イ
シ
ピ
イ
惇
読
』
は
修
芭
さ
れ
、
釘
破
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
日
木
重
警
阜
命
史
D

研
究
も
、
従
衆
は
繊
維
産
業
(
棉
・
絹
)
の
資
本
制
生
産
の
確
立
過
程
に
除
り
に
も
主
軸
が
お
か
れ
寸
ぎ
、
他
の
部
門
は
や
や
極
観
さ
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
と
の
よ
ろ
な
意
味
で
、
「
非
典
型
的
産
業
革
命
」
の
代
表
的
な
部
門
の
一
つ
で
あ
る
陶
磁
器
業
が
、
ど
の
よ
ろ
な
構
畠
で
、

ま
た
他
の
生
産
部
門
と
い
か
な
る
関
遁
を
た
も
ち
な
が
ら
産
業
革
命
を
遠
山
付
L
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
、
瀬
戸
の
彊
業
費
木
と
名
古
屋
の
問
屋
商

業
資
本
の
力
関
係
の
推
移
を
中
心
に
し
て
把
掻
L
土
号
と
思
号
。

陶
磁
器
業
資
本
の
再
編
成

明
治
維
新
の
結
果
、
尾
張
藩
は
解
趨
し
て
、
瀬
戸
尉
涯
は
封
建
行
政
機
構
て
あ
る
水
野
代
官
所
か
ら
、
明
治
元
年
七
月
に
明
治
維
新

陶
磁
器
業
の
売
業
革
命

第
七
十
王
春

九

第

披

Jし



第
七
十
五
巷

政
府
の
下
部
組
織
で
あ
る
「
東
方
総
管
所
L

の
管
理
の
も
と
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
ロ

陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

四
O 

第

是虎

四
O 

尾
張
藩
の
専
賀
政
策
と
蔵
元
商
人
は
廃
止
さ
れ
、
瀬
戸
は
一
方
て
薄
の
保
護
を
失
う
と
共
に
、
他
方
ゼ
は
専
寅
債
格
を
維
持
す
る
た

め
の
「
永
代
磁
騒
一
挺
の
制
」
h
T

「
窯
株
制
」
忙
よ
る
ギ
ル
ド
的
制
約
か

b
解
放
さ
れ
て
、
一
廉
は
問
由
経
済
の
中
へ
投
げ
出
き
れ
た
。

明
治
初
期
に
お
け
る
瀬
戸
村
の
股
蕗
は
明
確
に
は
分
ら
た
い
が
、
人
口
は
『
男
千
三
百
人
、
女
千
三
百
一
人
、
計
一
一
千
五
百
一
ん
』
(
明

治
三
年
宇
町
井
郡
淑
戸
村
宗
門
改
臨
L
)

で
あ
っ
た
が

『
乍
恐
奉
願
上
候
御
事

一
、
村
方
窮
民
の
者
は
凡
そ
家
数
三
百
九
十
有
肝
に
て
、
此
の
家
内
人
数
八
有
人
程
有
之
使
慮
、
-
冗
来
農
家
少
く
多
介
は
陶
器
戦
賃

働
き
の
者
に
御
座
俣
庭
、
一
般
陶
株
不
景
気
、
窯
屋
に
於
て
も
雇
人
等
格
別
相
減
じ
、
(
以
下
略
ご
(
明
治
二
年
)

に
よ
れ
ば
、
農
業
だ
け
で
は
生
活
て
去
に
な
い
貧
農
は
線
戸
敷
約
五
五

O
(
二
五

O
一
人
を
明
治
五
年
の
一
戸
あ
た
り
四
・
五
人
て
割
つ

た
も
の
)
の
う
ち
、
二
九
主
戸
を
か
ギ
一
え
、
そ
の
大
部
介
は
日
展
勢
働
者
・
年
季
徒
弟
と
し
て
、
製
陶
業
へ
吸
牧
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
維
新
前
後
の
政
治
的
空
白
に
よ
り
喜
市
場
を
失
っ
た
窯
一
冗
は
、
己
れ
ら
の
努
働
者
を
猷
首
し
て
不
景
気
に
劃
虚

し
た
。
己
の
不
景
気
は
、
瀬
戸
窯
業
が
そ
白
製
品
在
、
氷
鉢
・
茶
登
・
花
生
・
火
鉢
・
飛
石
・
植
木
鉢
・
靴
石
・
徳
利
(
悶
治
九
年
に

瀬
戸
村
窯
方
総
代
加
藤
蹴
右
衛
門
か
ら
愛
知
鯨
令
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
門
図
柄
創
業
持
啓
一
舎
へ
の
出
品
目
位
叫
に
よ
る
)
の
よ
う
た
茶
道
具

主
た
は
大
量
需
要
り
た
い
製
品
に
日
間
つ
て
ゐ
り
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
も
と
に
零
細
農
民
を
主
要
な
市
場
と
す
る
圏
内
市
場
に
遁

憶
で
き
な
い
た
め
で
あ
り
、
西
南
の
役
後
の
イ
ン
フ
レ
期
を
除
い
て
、
職
出
産
業
に
縛
換
さ
れ
る
明
治
一
一

O
年
頃
ま
で
頼
い
た
。
こ
れ

に
謝
し
明
治
政
府
は
、
軍
需
工
廠
・
キ
イ
産
業
確
立
の
た
め
の
機
織
・
原
料
輸
入
の
見
返
品
と
し
て
生
紙
・
茶
に
ヲ
づ
き
、
閣
内
原
料

て
生
産
て
き
る
陶
磁
器
の
輸
出
産
業
へ
の
蒋
換
を
奨
働
し
、
陶
磁
器
製
品
の
圏
際
市
場
へ
の
遮
際
性
が
強
く
要
請
せ
ら
れ
た
。
己
の
た



め
瀬
戸
の
窯
元
は
新
技
術
白
移
入
に
つ
と
め
、
明
治
七
年
に
窯
工
加
藤
友
太
郎
を
上
京
せ
し
め
、
石
膏
型
の
使
用
法
平
、

F
J
q
ツ
か

b

技
術
移
入
の
た
め
に
招
腸
さ
れ
た
ワ
グ
ネ
ル
博
士
設
計
の
新
式
窯
の
用
法
を
研
究
さ
士
、
瀬
戸
に
新
技
術
を
導
入
し
た
。
こ
の
結
果
、

明
治
一
一
年
一
一
一
月
に
は
、
業
数
三

O
五
(
丸
窯
五

0
.
小
第
一
八

O
‘
木
業
窯
七
五
)
、
窯
爆
孟
一
=
一
一
一
名
(
上
等
職
工
七
名
、
職

そ
の
他
の
雇
エ
敏
八
七
五
人
む
、
明
治
二
年
に
比
較
し
て
著
し
い
膨
肢
を
か
し
た
。

工
一
一
一
五
名
)
、

(o) (5) (4) (3) (2) (1) 

安
藤
政
二
郎
「
瀬
戸
と
と
ろ
ど
と
ろ
今
昔
物
語
」

「
瀬
戸
今
昔
物
語
」
四
一
頁

調
戸
市
相
官
断
裁
「
胴
差
屈
し
明
治
ニ
年
七
月

「
瀬
戸
今
昔
物
語
」
二
O
ニ
一
ニ
頁

開
右
一
五
一
ニ
頁

「
蛮
如
賑
且
」
第
三
春
四
五
O
頁

陶
都
新
聞
社
刊

-
M
下
「
瀬
戸
今
昔
物
語
」
と
略
記
)
四
四
頁

一
方
、
蔵
元
商
人
の
本
様
で
あ
り
、
瀬
戸
・
束
浪
の
陶
隊
器
の
集
散
地
で
あ
っ
た
名
古
屋
(
溺
戸
へ
の
距
離
は
約
五
旦
)
は
、
特
権

的
蔵
元
商
業
資
本
か
ら
貿
易
問
屋
資
本
へ
と
、
そ
の
資
本
の
性
格
を
鐙
え
て
い
っ
た
。
『
水
谷
忠
厚
と
い
う
一
万
尾
張
藩
の
家
臣
が
改
歴

η
 

と
共
に
陶
磁
梓
の
一
買
尚
し
に
湖
戸
へ
や
っ
て
来
た
』
と
い
う
よ
う
な
封
建
家
臣
国
の
解
憶
に
伴
う
士
族
の
商
人
化
を
も
含
め
て
、
己
れ

b
D
問
屋
資
本
は
瀬
戸
主
支
配
し
始
め
た
。
そ
の
上
に
、
東
京
・
神
戸
の
貿
易
資
本
(
森
村
組
、
グ

γ
グ
イ

γ
商
曾
、
松
村
尚
府
、
闘

国
貿
易
商
曾
、
瀧
藤
高
次
郎
商
庖
な
ど
)
が
さ
ら
に
附
着
し
て
、
瀬
戸
白
小
生
産
者
は
二
重
托
問
屋
商
業
資
本
に
隷
属
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
貿
易
資
求
は
陶
機
器
専
門
て
は
な
か
っ
た
か

b
、
制
戸
に
は
出
を
設
け
ず
一
般
商
品
の
集
散
地
た
る
名
古
屋
払
い
て
、
瀬
戸

あへ
つ買

2835 
に
ν、
っ
た
cっ
て

明
治

五
年
頃
に
は

『
瀬
戸
に
は
陶
磁
器
商
b
し
き
も
白
は
な
く
、
殆
ん
ど
名
古
屋
の
卸
商
直
取
引
で

陶
磁
器
業
の
声
艶
革
命

議
村
組
は
米
岡
市
場
心
大
勢
を
見
て
、
名
古
屋
に
進
出
し
輪
出
食
器
類
を
瀬
戸
て
製
作
さ
せ
よ
う
と
し
、
明
治
一
六
年
コ

四

第
七
十
五
巷

第

量量

四



陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

名古屋における問屋に工る給付業

業
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第
七
十
五
巻

第
一
一
盟

四

四

6~~4 月

ー
ヒ
l
茶
碗
を
製
迭
さ
せ
て
こ
れ
に
成
功
し
た
後
に
、
砂
糖
入
・
ミ
ル
ク
査
・
水
指
な
ど
を
一
組
と

し
た
テ
ィ
l
・
セ
ッ
ト
を
瀬
戸
の
窯
屋
に
依
託
製
温
さ
也
、
こ
こ
に
瀬
戸
円
窯
業
は
木
格
的
に
輸
出
向

大
昔
必
需
品
生
産
へ
と
生
産
旋
回
を
開
始
し
た
。
し
か
し
と
の
よ
う
な
大
量
の
生
産
を
開
始
す
る
此

め
に
は
、
瀬
戸
心
小
泊
棋
な
生
産
形
態
は
大
き
な
制
約
と
な
っ
た
o
明
治
一
六
年
の
瀬
戸
町
聖
議
成

を
み
れ
ば
、
農
業
三
八
九
戸
、
農
業
設
陶
磁
職
一
四
七
戸
、
工
業
一
一
七
戸
、
農
業
粂
陶
器
問
屋
渡
世

工
業
一
一
七
戸
の
存
在
は
農
業
と

「尾参費鑑」第8巻 159頁

(
地
主
層
)
六
戸
、

商
業
二

O
戸、

そ
白
他
一
八
一
一
戸
で
あ
り
、

絶
縁
レ
た
陶
磁
器
専
門
の
製
遣
業
者
の
愛
生
を
示
し
て

H
る
が
、
農
業
設
陶
vM器
職
が
ま
だ
一
回
七

戸
も
磁
ム
干
し
て
W
る
こ
と
は
、
瀬
戸
全
慣
と
し
て
は
牟
農
卒
工
の
小
生
産
者
り
、
小
商
品
生
産
段
階

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
か
規
模
友
経
瞥
形
態
て
は
、
職
出
向
の
劃
一
大
量
商

回
目
の
生
産
に
充
分
遁
隠
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
己
て
名
古
屋
の
問
屋
資
本
は
、
原
料
撚
調

-
製
土
・
成
型
・
素
焼
士
、
ゼ
の
生
産
行
程
を
瀬
戸
の
小
生
産
者
に
請
負
わ
せ
、
と
の
素
地
を
買
取
っ

て
(
後
に
は
自
ら
名
古
屋
て
製
造
す
る
よ
う
に
在
っ
た
)
、
己
れ
を
問
屋
専
属
の
給
付
家
内
工
業
者

に
自
宅
て
絵
付
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
、
問
屋
経
踏
の
ぷ
J
U
託
子
給
付
古
せ
、
己
れ
を
錦
窯
て
焼
上

げ
る
と
い
う
十
刀
法
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
関
屋
資
本
が
生
産
行
程
の
一
部
を
受
け
も

っ
て
、
地
域
的
分
業
主
行
う
方
法
は
、
大
量
生
産
へ
の
遁
臆
と
し
て
、
二

O
年
少
し
前
頃
か
ら
念
謹

に
旗
大
し
て
い
っ
た
。
第
一
去
は
こ
の
よ
う
な
問
屋
資
本
に
よ
る
生
産
へ
の
干
奥
心
過
程
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
瀬
戸
の
小
生
産
者
と
名
古
屋
の
貿
易
問
屋
費
本
の
関
係
は
地
域
的
分
業
主
活
じ



て
密
接
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
自
ら
商
業
的
機
能
を
殆
ん
ど
も
た
な
い
瀬
戸
の
産
業
資
本
は
、
世
界
市
場
と
い
う
『
販
路
む
問
題
』
の
ゆ

え
に
、
名
古
屋
の
問
屋
資
本
の
媒
介
の
も
と
に
総
出
産
業
と
し
て
自
ら
を
披
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
名
古
屋
白
問
屋
資
本
は
己
の

増
大
す
る
生
産
力
の
生
産
す
る
商
品
を
扱
う
こ
と
に
工
っ
て
、
自
ら
の
商
業
利
潤
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治

二
O
年
頃
ま
で
白
名
古
屋
と
瀬
戸
白
関
係
は
『
商
業
資
本
と
産
業
資
本
白
経
過
的
な
相
互
依
存
関
係
と
結
び
つ
き
』
に
よ
っ
亡
治
互
い

心
建
達
し
て
き
た
時
期
と
規
定
て
き
ょ
う
c

的
「
瀬
戸
今
昔
物
語
」
=
一
丸
頁

刷
同
方
六
九
頁

ω
伊
勢
本
一
郎
「
近
代
日
本
陶
業
費
艮
酪
阜
L

六
七
頁

ω
「
地
政
革
」
第
二
九
世
ニ
購
入
七
耳

川
仰
向
犬
塚
久
雄
「
近
代
資
本
主
義
の
系
譜
」
(
畢
生
書
房
刊
)

一
六
一
ニ
頁

第
二
表
に
よ
れ
ば
、
瀬
戸
窯
業
は
一
四
年
以
後
白
松
方
蔵
相
の
財
政
引
締
め
に
よ
る
「
時
制
的
沈
静
蝦
」
に
た
る
と
著
し
い
生
産
減

少
を
一
万
し
、
製
品
一
個
あ
た
り
む
債
格
位
、
一
四
年
に
五
・
九
銭
、
一
五
年
に
一
ニ
・
九
銭
、
一
六
年
K
二
・
九
銭
と
激
減
し

τ
い
る
。

己
白
デ
フ
V

胡
に
は
、
海
外
市
場
と
の
接
閣
に
よ
る
庚
大
な
需
要
白
刺
戟
と
、
こ
の
よ
う
な
製
品
債
格
白
激
減
に
よ
っ
て
端
的
に
表
現

さ
れ
て
い
る
不
況
に
基
く
圏
内
の
諸
要
因
が
、
そ
れ
ま
で
半
曲
間
半
工
の
小
商
品
生
産
者
と
し
て
登
達
し
て
き
た
瀬
戸
の
陶
磁
蒋
業
者
を

念
速
に
分
解
せ
し
め
、

マ
ニ
ユ
フ
ア
グ
チ
ュ

7

(
余
地
主
)
へ
上
昇
す
る
者
と
、
波
落
し
て
プ
ロ

V

グ
リ
ヤ
化
す
る
者
へ
の
階
級
分
化

を
起
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
瀬
戸
を
中
心
と
す
る
愛
知
将
東
春
日
井
郡
の
農
村

ω波
落
中
・
小
農
民
か
ら
流
出
す
る
賃
勢
働
者
が
、

瀬
戸
の
マ
ニ
ユ
フ
グ
チ
ュ

7
化
に
つ
れ
て
、
モ
白
後
の
勢
働
力
提
供
の
基
猪
に
な
ワ
た
己
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。

こ
の
よ
う
た
背
景
の
も
と
に
瀬
戸
窯
業
の
マ
一
一
ュ
形
態
へ
の
縛
形
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
第
一
一
一
去
に
よ
れ
ば
明
治
一
八
年
に
治
加
て
、

陶
砥
器
業
り
産
業
革
命

第
七
十
王
春

四

第

按

四



陶
磁
器
業
の
産
業
革
命
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瀬
戸
([) 

産
業
資
本
は

7 
フ

v 

シ

y 

に
際
し
自
ら
の
手
て
市
場
の
開
拓
を

試
与

伊

藤

一
一
ム
場
の
中
に
賀
野
働
者
(
徒
弟
沿
よ
び
自
家
野
働
を
含
む
と
思
わ
れ
る
)
が
一
二
人
以

上
最
高
三
六
人
ま
で
集
中
し
て
い
る
の
が
一
四
戸
あ
り
、
瀬
戸
全
慌
の
経
営
関
総
数
の
八

ゲ
舟
主
占
め
て
い
る
。
統
計
心
都
合
土
、

一
工
場
あ
た
り
二
一
人
以
上
の
も
の
を
マ
エ
ュ
と

し
て
計
算
す
る
と
、
瀬
戸
窯
業
の
八
%
は
明
治
一
八
年
に
は
、
分
業
と
協
業
に
立
脚
す
る

マ
ユ
ユ
段
階
に
蓬
し
て
治
り
、
瀬
戸
築
業
の
マ
一
一
ュ
段
階
の
端
初
的
山
川
裂
の
指
棋
と
み
る

こ
と
が
で
き
ょ
う
o

そ
し
て
マ
ニ
ュ
化
は
二

0
年
代
、
三

0
年
代
に
深
化
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
が
、
モ
の
裏
付
け
と
し
て
製
土
地
程
に
沿
け
る
遠
距
離
沈
波
法
・
粘
土
塊
枠
持
・
粘

土
盤
搾
器
の
探
H

町
、
成
形
過
程
に
お
け
る
石
膏
型
の
使
眠
、
着
査
法
に
ゐ
け
る
一
干
一
括
か
ら

銅
版
縛
窮
へ
の
移
弘
、
顔
料
製
誼
に
お
け
る
酸
化
コ
バ
ル
ト
の
探
同
町
、
紬
薬
製
趨
過
程
に

お
け
る
構
次
か

b
石
灰
石
へ
の
聴
化
な
ど
、

一
一
週
の
新
技
術
の
導
入
が
マ
ニ
ュ
推
蒋
へ
の

技
術
的
た
基
盤
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

同 (1品倒
。暗証国

ー
明
拍
工
業
民
」
(
化
車
工
業
稿
)
一
一
一
七
O
頁
、
=
一
五
ニ
頁
。

横
井
時
各
「
H
本
工
業
史
」
(
明
治
三
一
年
吉
川
版
)
=
六
O

|
二
六
ニ
頁

三
瓶
幸
子
「
農
家
家
内
諾
工
業
目
掛
選
過
程
」
ニ
O
ニ
頁

凹
郎
左
衛
門
・
加
藤
勘
四
郎
・
加
藤
五
助
・
川
本
桝
山
の
凹
有
力
工
場
合
は
、
明
治
一
四
年
に
横
街
ス
ト
ロ
ン
グ
府
官
(
英
閤
)
や
森

村
市
太
郎
(
森
村
組
創
始
者
市
左
衛
門
の
幼
名
)
の
内
外
商
業
資
本
心
援
助
を
得
て
、
東
京
に
特
約
販
責
庖
「
磁
工
仕
」
を
創
設
し
た
が
、



資
金
不
足
む
た
め
一
八
年
に
解
散
し
た
。

東
京
ゼ
設
立
白
ご
と
あ
)
小
資
本
し
か
持
た
向
彼
等
の
流
通
過
程
~
の
進
出
は
い
す
れ
も
失
敗
に
絞
っ
こ
、
モ
の
販
路
を
名
古
屋
の
問

屋
資
本
に
ゆ
だ
ね
ぎ
る
士
え
な
か
っ
た
。
さ
b
に
瀬
戸
で
も
デ
フ

ν
の
最
も
深
刻
在
明
治
一
八
年
に
、
工
業
組
合
て
あ
る
「
瀬
戸
磁
エ

乙
の
上
う
な
試
み
は
む
干
の
後
再
一
一
一
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
(
明
治
二

O
年
目
本
陶
磁
器
舎
祉
を

組
」
を
設
立
し
、
そ
の
規
約
の
中
に
、

「
第
十
八
保
、
製
造
品
目
販
買
方
は
総
て
事
務
所
に
於
て
正
副
取
締
の
立
舎
を
得
℃
費
約
す
る
も
り
と
す
。

第
十
九
保
、
製
法
口
聞
は
一
品
た
り
共
素
り
に
製
越
す
る
と
と
を
許
き
ず
。
但
し
下
物
は
此
D
限
り
に
非
ず
。

第
二
十
僚
、
製
品
目
精
組
、
よ
・
中
・
下
士
判
別
し
、
混
同
販
賀
す
べ
か

b
ず。

町

第
二
十
一
保
、
物
品
代
償
は
事
務
所
へ
受
取
り
、
事
務
所
よ
り
荷
主
へ
相
渡
す
も
も
む
と
す
』

と
製
品
目
生
産
・
版
責
払
厳
重
友
規
制
主
加
え
て
、
個
々
の
小
生
産
者
が
車
舗
に
問
屋
資
本
と
接
燭
し
℃
買
H
た
た
か
れ
る
己
と
を
防

ご
う
と
し
た
。
し
か
し
増
大
す
る
問
屋
商
業
費
木
白
区
力
の
前
に
は
、
結
局
は
焼
石
に
水
で
あ
っ
て
、
徐
々
に
そ
白
支
配
網
に
屈
し
て

ゆ
く
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
。

ま
た
こ
の
時
期
は
尾
張
藩

ω保
護
に
よ
っ
て
、
封
建
的
な
特
柵
慣
を
輿
え
ら
れ
て
い
た
古
い
窯
屋
が
浪
落
し

τゆ
き
、
そ
れ
に
替
っ
て

再
編
成
さ
れ
た
名
古
屋
白
前
期
的
問
屋
商
業
資
本
心
前
借
を
受
け
て
徐
々
に
モ
の
支
阻
網
心
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
が

b
、
自

b
t
マ

一
一
ュ
化
し
て
ゆ
く
新
興
楽
屋
が
上
昇
し
て
く
る
時
期
て
も
あ
っ
た
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
『
祖
父
民
吉
よ
り
一
小
官
民
吉
に
至
る
ま

で
、
御
姐
惜
の
特
待
を
蒙
P
、
苗
字
帯
万
世
差
許
し
、
且
つ
代
々
御
扶
持
主
も
紋
下
、
時
々
御
賞
詞
・
伸
賜
物
等
白
神
恩
咽
担
金
蒙
h

円
』
来

り
、
幕
末
ま
で
瀬
戸
て
草
案
買
を
す
己
れ
て
い
た
特
権
的
担
問
屋
唐
一
六
ん
D
中
て
最
も
名
門
を
誇
っ
て
き
た
三
代
加
藤
主
口
で
あ
っ

た
u

し
か
し
『
木
宵
民
吉
、
祖
父
心
遣
績
に
よ
り
瀬
戸
議
慮
中
相
譲
る
庭
な
く
引
続
き
舷
器
製
造
営
業
罷
在
候
庭
、
明
治
廿
二
三
一
同
年

陶
臓
器
業
の
産
業
草
命

第
七
十
五
巻

四
宜

第

践

四
五



陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

の
問
に
於
て
東
京
出
荷
の
商
事
を
取
組
、
好
商
人
の
詐
術
に
陥
り
、
多
額
の
損
失
を
床
し
、
之
に
加
ふ
る
に
家
中
に
沿
い
て
も
不
幸
相

理
宮
、
場
止
に
切
さ
か

b
ず
し
て
奉
て
家
産
主
失
ふ
に
玄
至

U
E剛
』
す
た
わ
ち
同
一
屋
商
業
費
l

本
白
瀬
戸
を
閏
己
の
支
配
の
下
に
編
成

替
え
し
よ
う
と
す
る
欲
望
に
服
従
し
た
か
っ
た
古
川
円
窯
屋
で
あ
っ
た
が
故
に
、
彼
は
『
快
復
の
目
的
を
以
て
楕
据
勉
働
新
業
に
従
事
仕

候
共
、
如
何
せ
ん
、
資
本
の
支
詮
に
差
あ
』
え
て
、
波
落
の
悲
歌
を
唱
い
つ
つ
窯
屋
の
中
か
ら
姿
主
治
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
友
特

第
七
十
五
巷

四
ヌ、

第

掠

四
ι /、

権
的
窯
崖
屠
の
淡
落
の
後
を
受
け
亡
、
問
屋
商
業
資
本
と
前
賃
金
融
安
本
の
一
一
つ
の
機
能
を
瞥
む
前
期
的
左
名
古
屋
商
人
か

b
、
前
貸

資
本
を
受
け
る
己
と
に
よ
り
資
本
的
に
そ
の
下
に
隷
属
さ
れ
た
が
ら
、
同
時
に
そ
の
媒
介
に
よ
る
海
外
市
場
へ
の
結
び
つ
き
陀
よ
づ
て

「
手
窯
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
よ
う
社
新
興
窯
屋
ハ
マ
ニ

マ
一
一
ュ
化
し
て
ゆ
く
新
興
窯
民
が
瀬
戸
の
主
流
を
占
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

公

ユ
化
し
て
い
た
い
も
白
を
含
め
て
)
は
一
豆
年
頃
は
全
世
日
約
-
一
割
い
で
あ
っ
た
が
、
一
二
五
年
頃
に
は
後
諸
の
如
く
九
割
を
占
め
る
K
至

っ
た
の
で
あ
る
。

白
木
の
陶
磁
器
の
全
生
産
額
に
封
し
て
職
出
額
の
し
め
る
制
合
は
、
明
治
二

l
l一
五
年
の
二
八
・
ニ
ガ
か
、
三
六
|

l
二
O
年

の
囚
=
一
・
二
%
へ
♂
著
し
く
増
大
し
た
が
、
己
れ
は
上
越
の
よ
う
に
テ
ィ
・
セ
ッ
ト
主
の
他
の
生
産
に
よ
り
、
海
外
市
場
の
需
要
に

遁
憶
し
て
い
っ
た
瀬
戸
主
始
め
と
す
る

H
本
陶
磁
器
業
白
方
向
旋
回
を
表
現
し
て
い
る
り
で
あ
る
。

仰]醐

「
瀬
戸
市
振
興
に
闘
す
る
調
査
報
告
」
王
七
頁

「
瀬
戸
今
昔
物
語
」
九
三
頁

同
開
右
、
一
九
七
頁

例
制
糊
同
右
二
王
五
六
頁

同
制
つ
愛
知
麻
東
春
日
井
郡
龍
」
四

O
O
頁

腕
「
淵
戸
布
振
興
に
闘
す
る
嗣
査
報
告
」
半
六
頁



三
瓶
孝
子
「
農
家
家
内
諾
工
業
の
欝
遅
過
程
」

申。

ブし

頁

二
、
そ
の
後
の
後
展
と
労
働
傑
件

腿
制
的
沈
静
期
を
乗
り
こ
え
た
瀬
戸
は
、
コ

O
年
以
後
の
好
況
を
迎
え
て
、
劃
期
的
た
膨
肢
を
と
げ
て
い
っ
た
。
第
凶
表
を
見
る
と
、

一
五

1
i二
五
年
の
一

0
年
聞
に
人
口
は
約
一
・
四
倍
、
戸
数
は
約
三
倍
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
窯
業
の
漸
女
的
マ
一
一
ュ
化
に
伴

ぃ
、
瀬
戸
近
郊
の
水
野
村
・
旭
村
・
幡
山
村
世
主
と
す
る
農
・
山
村
の
浪
落
農
民
か
ら
流
出
す
る
貨
弊
働
者
が
、
引
続
き
瀬
戸
へ
流
れ

己
ん
だ
か

b
て
あ
る
。
己
白
よ
う
に
窮
乏
零
細
耕
作
農
民
の
中
の
貧
農
部
分
か
ら
流
出
す
る
低
廉
な
弊
働
力
が
、
問
屋
商
業
資
本
の
支

第4表翻戸白人口

l戸数l

明拍 5年 663

明治昨| 而「
明治部年 1431

「瀬戸市振興に闘する調査報告J61頁

ロ

2984 

3871 

5381 

人

陶
臓
器
業
の
芦
業
草
命

配
下
に
再
編
成
さ
れ
た
零
細
マ
一
一
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ

7
、
零
細
家
内
工
業
の
中
に
流
入
し
た
場
合
に
成
立
す

る
の
は
、
必
然
的
に
、
典
型
的
な
っ
郎
官
主
m
E
L
的
努
働
僚
件
で
あ
っ
た
ロ
窯
業
務
働
は
採
土
・
原
料

搬
入
の
屋
外
川
町
働
と
、
製
土
・
成
形
・
利
暗
記
塗
・
窯
詰
・
窯
焚
・
檎
付
・
仕
上
げ
・
荷
遣
な
ど
の
室
内
弊

慨
に
加
う
る
に
、
製
型
・
町
航
作
製
・
窯
繰
た
ど
の
副
次
的
弊
働
が
あ
り
ー
各
作
業
主
連
絡
す
る
多
数
の

雑
役
が
介
在
す
る
が
、
己
れ
ら
王
要
工
程
に
つ
い
て
、
そ
の
弊
働
内
容
を
検
討
し
て
与
ょ
う
。

が
原
料
採
掘
野
働
は
極
め
て
原
始
的
で
、
鶴
摘
な
ど
て
釧
土
し
、
陶
土
層
に
至
っ
て
採
土
す
る
も
の
て
極

-t めて
原
始
的
た
採
掘
弊
働
が
行
わ
れ
て
い
た
。
(
大
正
中
期
よ
り
や
っ
と
、
モ

l
グ
に
よ
る
ト
ロ
ッ
コ

引
揚
げ
設
備
が
行
わ
れ
む
)
『
採
掘
作
業
に
従
事
す
る
も
の
は
地
方
人
(
農
民
)
が
農
閑
期
の
刷
業
と
し

て
行
う
も
ん
ご
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
方
て
は
、

『
農
村
の
過
剰
人
口
を
背
景
と
す
る
人
間
勢
働
そ
の
も
の

の
低
康
さ
が
、
採
土
作
業
に
沿
け
る
る
人
聞
の
限
に
よ
る
濯
捧
・
選
別
勢
働
を
山
田
化
せ
し
め
、
機
械
化
を

第
七
十
五
春

四
七

第

腕

四
b 



陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

強
く
担
ん
で
い
る
』
の
で
あ
る
。

配
成
形
・
粕
薬
塗
・
窯
作
業
な
ど
の
中
心
と
な
る
工
程
は
、
『
作
業
場
も
し
く
は
工
場
は
住
家
の
一
部
を
医
到
し
て
こ
れ
に
充
つ
る
も

の
あ
り
(
零
細
家
内
工
業
〉
、
或
は
家
屋
に
接
結
し
て
設
備
し
た
も
の
(
マ
昌
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
市
)
』
も
あ
り
、
零
細
な
作
業
場
て
行
わ

事
七
卜
五
巻

四
/、

第

漉

四
ハ、

れ
、
モ
の
勢
働
は
『
い
づ
れ
の
工
場
て
も
年
少
者
全
年
季
徒
弟
と
し
て
雇
い
入
れ
、
五
年
乃
至
六
年
の
問
、
専
心
技
術
を
習
練
せ
し
め

τい
た
。
徒
弟
を
工
場
に
宿
泊
せ
し
め
て
食
事
一
切
を
給
す
る
内
弟
子
(
無
給
て
若
干
の
小
遣
銭
を
奥
え
る
の
み
)
と
同
宅
か
ら
通
勤

3
 

せ
し
め
つ
つ
養
成
す
る
遁
い
弟
子
の
一
-
法
が
あ
り
』
「
目
出
か
ら
目
淡
ま
で
奴
隷
の
如
〈
酷
使
し

τ
い
た
』
白
で
あ
っ
て
、
と
の
よ
う

な
年
季
徒
弟
主
主
憶
と
す
る
苦
汗
弊
働
は
、
明
治
四

O
年
噴
か

b
、
成
形
温
程
に
震
調
カ
ボ
使
用
さ
礼
て
技
術
が
簡
単
佑
き
礼
て
、
徒

弟
が
や
や
近
代
的
な
弊
働
者
に
な
る
士
て
蹟
け
ら
れ
た
。

C
婦
人
・
幼
年
第
働
零
細
マ
一
一
ュ
・
家
内
工
業
に
お
け
る
婦
人
・
幼
年
弊
働
の
使
用
は
一
般
的
で
あ
り
、

人
勢
働
の
割
合
が
高
い
。
婦
人
幼
年
弊
働
の
使
用
は
主
と
し
て
運
械
と
乾
燥
或
は
原
料
庫
理
工
程
で
あ
っ
た
が
、
機
械
に
代
る
も
の
と

し
て
の
そ
れ
ら
勢
働
者
の
使
用
は
、
著
し
い
肉
閥
的
退
化
と
天
折
を
伴
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

O
歳
以
下
の
弊
働
者
が
長
時
間
K

E
っ
て
使
用
さ
れ
、
夜
間
際
働
さ
え
強
い
ら
れ
て
い
る
』
さ
ら
に
率
重
の
皐
業
の
片
手
聞
の
短
時
間
弊
働
も
賢
汎
に
動
員
さ
れ
、

『
元
来
窯
業
は
血
較
的
婦

( 

「マ

ツ
チ
業
の
幼
児
勢
働
と
同
じ
形
態
)

『
己
の
地
方
心
由
抗
議
傍
慨
に
ゐ
い
て
看
祖
し
難
い
も
の
は
、
就
摩
中
心
見
主
が
家
裁
手
停
の
形
に

お
い
て
行
う
零
和
友
勢
働
て
あ
る
。
製
品
の
納
期
広
間
に
合
わ
す
た
め
、
素
焼
の
天
日
乾
燥
を
手
停
っ
た
り
、
人
形
の
簡
単
な
着
色
を

手
停
っ
た
り
す
る
事
は
極
め
て
一
般
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
ト
。

と
の
他
、
回
遠
・
給
付
・
塗
物
・
仕
上
げ
・
包
袋
・
雑
伎
の
よ
う

た
零
細
友
野
カ
ゼ
間
に
合
う
仕
事
に
は
少
年
弊
働
が
庚
く
用
い
ら
れ
た
。
と
れ
ら
婦
人
・
幼
年
間
胃
働
の
報
酬
は
、
問
中
北
状
入
の
家
族
分

配
た
の
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
こ
れ
を
無
償
に
し
て
、
そ
の
持
賃
部
分
を
利
潤
と
見
誤
っ
て
き
た
の
て
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
瀬
戸
陶



機
器
業
は
、
宇
封
建
的
高
率
小
作
料
に
よ
っ
て
存
在
を
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
門
こ
の
地
方
に
お
け
る
自
給
自
足
的
零
細
農
制
の
存
在

が
、
社
合
的
に
は
低
廉
豊
富
な
窯
業
技
術
附
労
働
力
群
創
出
の
基
盤
と
な
っ
て
悼
む
』
工
う
た
背
景
の
も
と
に
年
季
徒
弟
を
中
心
と
し
、

ヤ
u
d
v
1

・
へ
】
レ
U

農
村
か
ら
の
出
稼
日
傭
弊
働
と
婦
人
・
幼
年
弊
働
者
白
副
業
弊
働
に
よ
る
、
零
細
・
倭
雑
た
「
惨
苦
の
茅
屋
』
的
勢
働
傑
件
を
基
礎
に

も
っ
て
H
た
の
で
あ
る
。
モ
の
弊
働
保
件
の
劣
悪
さ
は
、
瀬
戸
に
お
け
る
職
工
の
勤
積
年
限
数
が
極
め
て
短
か
く
、
『
一
冗
来
己
の
地
方

の
製
陶
工
場
は
職
工
の
解
雇
・
雇
入
れ
は
極
め
て
頻
繁
て
、
職
工
仲
間
て
は
工
場
の
事
を
「
停
車
場
」
と
い
う
別
名
て
呼
ん
で
い
る
ほ

ど
人
の
出
入
が
激
し
か
っ
た
。

h

わ
ゆ
る
つ
固
定
職
工
」
は
極
め
て
少
く
、
移
動
少
き
を
誇
っ
て
い
る
工
場
て
も
年
=
一
割
以
上
の
移

お

動
は
菟
れ
な
い
般
態
で
あ
っ
た
。
特
に
小
工
場
ぞ
は
職
工
移
動
が
一
一
勝
頻
繁
で
あ
る
o
』
こ
と
に
よ
っ
て
立
詮
さ
れ
て
H
る
。
モ
し
て

こ
の
「
低
廉
豊
富
」
志
野
働
力
群
の
存
在
が
‘
瀬
戸
の
機
械
化
を
阻
止
し
、
長
期
陀
わ
た
っ
て
零
細
マ
ユ

ι

・
家
内
工
業
の
残
存
を
許

し
た
大
き
た
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
セ
ト
モ
ノ
」
は
『
そ
の
低
賃
金
と
長
時
間
弊
働
に
よ
る
生
産
保
件
K
よ
ワ
て
安
く
生
産
さ
れ
、

釘

ソ
l

y
ヤ
ル
・
グ
Y
ピ
ン
グ
の
非
難
を
受
け
ワ
つ
も
、
中
間
・
南
洋
・
濠
洲
市
場
を
席
捲
し
』
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

な
島
明
治
二

O
年
に
京
都
陶
器
官
祉
が
フ
フ
Y

ス
か
、
回
新
式
機
械
岨
閥
系
を
輸
入
し
て
、
機
械
制
大
工
場
と
し
て
最
初
白
出
裂
を
し
、

瀬
戸
か

b
も
二

O
|
|三
O
人
の
職
エ
を
液
冠
し
た
が
、
二
年
後
に
は
失
敗
し
て
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
り
原
因
は
、
一
一

O
年
ど
ろ

の
瀬
戸
の
弊
働
者
(
そ
白
他
に
使
用
し
た
京
都
心
弊
働
者
も
同
じ
)
の
中
に
は
、
機
械
制
生
産
の
前
提
と
た
る
、
分
業
と
協
業
に
玄
脚

す
る
部
分
生
産
行
程
の
熟
練
マ
ニ
ュ
フ
ア
グ
チ
ュ
了
弊
働
者
は
、
わ
ず
か
に
一
割
た
ら
ず
し
か
都
民
生
し
℃
お
ら
ず
、
か
れ
ら
の
大
部
分

は
家
内
工
業
的
技
術
し
か
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
の
亡
、
最
新
式
の
轍
入
機
械
を
運
柑
押
す
る
こ
と
が
で
空
な
か
っ
た
か
ら
て
あ
り
、

こ
心
主
う
な
日
本
陶
磁
器
業
の
護
展
段
階
を
無
硯
し
て
、
機
械
制
エ
場
主
移
植
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
明
治
結
封
主
義
政
府
の
殖
産
奥

業
政
策
白
矛
盾
と
し

τ理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

-
陶
磁
器
業
白
産
業
革
命

第
七
十
五
番

四
九

第

量定

四
九



.
陶
磁
器
業
の
摩
業
革
命

第
七
十
王
巻

豆王

O 

第

宮古

王
O 

例
制
同
「
瀬
戸
市
振
興
に
闘
す
る
嗣
査
報
告
」
八
九
貰

側
同
右
八
三
頁

制
同
開
「
佐
官
政
策
時
報
」
九
十
七
読
一
五
二
頁
、
一
四
二
頁

制
州
例
制
「
瀬
戸
市
振
興
K
闘
す
る
調
査
報
告
L

一
一
一
四
頁
、
一

C
七
百
、

胸
制
問
右
一

O
六
頁
、
七
六
頁

岡
「
経
消
且
研
究
」
ニ
四
帯
二
政

一
六
丸
頁

鎌
田

A
明
氏
論
丈
よ
り

産
業
革
命
の
前
夜

明
治
二

O
年
以
後
の
瀬
戸
は
、
自
ら
を
マ
一
一
ュ
化
し
亡
ゆ
く
と
と
も
に
、
名
古
屋
の
問
屋
資
本
に
相
互
依
存
か
ら
隷
層
化
と
い
う
過

程
主
た
ど
っ
て
い
っ
た
の
二
三
年
頃
に
は
、
フ
ァ
ン
シ
ー
・
ラ
イ
ン
の
ど
ん
社
形
悼
の
も
の
イ
も
作
れ
る
よ
ろ
に
た
り
、
輸
出
陶
器
白
素

地
は
瀬
戸
が
殆
ん
ど
全
部
引
受
け
る
よ
う
に
な

P
、
好
景
気
主
迎
え
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
森
村
組
て
は
瀬
戸
に
五
、
六
軒
白
窯
屋
と

却

特
約
庖
白
契
約
を
結
ん
で
、
必
要
な
素
地
を
作
ら
せ
、
資
本
的
に
支
配
を
進
め
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
綾
い
℃
、
関
西
貿
易
曾
一
位
・
グ
ン
グ

イ
y
商
曾
な
ど
の
問
屋
も
各
自
瀬
戸
に
特
約
工
場
主
設
け
て
、
瀬
戸
を
素
地
生
産
者
と
し
て
支
配
し
、
そ
の
索
地
主
名
古
屋
白
専
属
家

内
」
業
者
や
仕
上
マ
ニ
ュ
ゼ
上
給
付
し
て
完
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
己
の
よ
う
に
問
屋
資
本
の
手
に
よ
り
完
成
さ
れ
た
名
古
屋
陶
器

位
、
朋
治
一
八
年
に
=
一
高
一
一
千
図
、
一
九
年
に
四
持
二
千
闘
で
あ
ワ
た
が
、
一
二
-
年
に
は
好
況
を
迎
え

τ
一
躍
一
一
一
六
高
固
と
は
ね
上
り
、

職
出
産
業
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
白
は
、
震
替
相
場
の
下
落
て
あ
ワ

τ、
明
治
初
年
に
百
園
が
百
F
ル

て
あ
っ
た
の
が
徐
々
に
下
落
し
て
明
治
=
七
年
頃
ぶ
は
五

0
ド
ル
以
下
に
た
り
輪
出
産
業
は
非
常
に
採
算
の
と
れ
る
事
業
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
反
映
し
て
名
古
屋
の
問
屋
札
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
陶
総
器
製
品
心
量
は
、
明
治
二
八
年
に
豆

O
高
固
に
上
昇
し
、
製
遭
問
屋
の



位

戸
数
は
三
一
戸
、
錦
祭
は
三
三
五
、
職
工
は
一
三

O
O人
に
在
っ
た
。
森
村
組
は
、
明
治
二
三
年
慣
に
は
、
そ
む
給
付
マ
一
一
ュ

7

7
ク

チ
ュ

7
を
、
東
京
に
河
原
・
杉
村
・
藤
村
・
安
立
の
四
工
場
、
京
都
に
石
田
工
場
、
名
古
屋
陀
西
郷
工
場
と
各
地
に
分
散
さ
せ

τい
た

必

が
、
こ
の
欺
勢
を
見
て
、
一
一
九
年
に
全
部
を
名
古
屋
白
撞
木
町
に
移
し
、
集
国
マ
ニ
ュ
フ
ア
グ
チ
ュ

7
を
形
成
し
、
給
付
過
程
を
統
合

し
た
。
森
村
組
以
外
に
も
問
屋
資
本
の
う
ち
犬
資
本
を
持
つ
も
の
は
瀬
戸
の
多
数
の
一
築
業
資
本
を
特
約
素
地
生
産
マ
ユ
ュ
・
家
内
T
L

業

と
し
て
自
己
の
下
陀
隷
属
せ
し
め
て
ゆ
き
、
三
一

O
年
過
ぎ
に
は
『
一
、
主
た
る
製
挫
業
者
、
瀬
戸
町
三
百
九
十
六
戸
、
赤
津
村
ゴ
一
十
一

戸
、
品
野
村
百
十
一
戸
、
て
各
商
屈
と
特
約
せ
h
u

製
誰
家
、
名
古
屋
市
森
村
組
と
特
約
を
結
び
製
遣
に
従
事
す
る
も
の
営
時
十
六
戸

に
し
て
、
共
特
約
に
係
る
製
品
約
三
十
高
圏
在

P
。
岡
市
団
代
商
民
と
特
約
の
も
の
六
戸
、
岡
市
都
築
商
厄
l

仁
特
約
の
も
の
在
一
戸
。
右

の
外
司
市
平
手
・
賢
瀬
等
の
各
商
庄
と
特
約
十
一
る
も
の
亦
砂
し
と
廿
れ
。
』
そ
し
て
瀬
戸
白
井
町
産
品
は
『
外
閥
的
の
内
実
成
品
と
し
て

皐
ぐ
べ
き
も
の
は
、
支
那
向
貿
易
品
及
び
欧
米
向
小
細
工
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
人
ず
。
其
制
合
hr
示
せ
ば
b
T
成
品
は
停
に
十
分
白
一
に
過

ぎ
ず
し
て
、
仙
の
十
分
の
九
は
所
龍
平
製
品
に
属
す
。
而
し
て
該
半
製
品
は
焼
成
完
了
白
無
地
に
し
て
、
僅
か
に
器
物
の
謹
縁
叉
は
一

部
氏
瑠
璃
色
ク
加
護
し
た
る
の
み
。
故
に
之
を
市
場
に
出
ず
に
先
立
ち
上
繍
を
施
す
を
要
す
c

右
半
製
品
は
概
ね
皆
名
古
屋
市
森
照
組

及
瀧
藤
其
他
の
特
約
に
係
る
を
以

τ、
一
先
名
古
屋
氏
於
け
る
右
等
の
工
場
に
倫
詮
し
、
各
指
い
を
以
て
上
浦
を
施
す
C

J

所
謂
錦
欄
爆
之

れ
な
り
。
而
し

τ恭
一
村
組
工
場
に
於
て
完
成
す
る
も
の
最
多
を
占
め
、
其
は
殆
ん
ど
皆
米
園
に
轍
山
川
せ
ら
h
o
L

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の

問
犀
資
本
の
中
て
も
森
村
犯
は
、
東
京
・
京
都
か
ら
移
し
た
マ
ユ
ユ

7
7
ク
チ
ユ
プ
集
園
児
よ
っ
て
最
高
の
生
産
量
を
あ
げ
、
ご
一

O
年

す
ぎ
に
は
群
を
抜
い
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
乙
れ
ら
の
問
屋
安
本
に
よ
る
仕
よ
ば
マ
ュ
ユ
の
規
模
は
、
第
五
衰
の
よ
う
に
明
治
二
一

O

年
代
に
著
し
い
膨
脹
を
一
万
し
、
三
一
六
年
に
は
一
工
場
あ
た
り
五
三
人
に
蓮
し
て
い
る
。

同
抑
制
倒

伊
勢
本
一
郎
「
近
代
日
本
陶
業
設
展
踏
止
」
七
頁
、
八
頁
、

O 
頁

陶
磁
器
業
の
産
業
牢
命

第
七
十
五
巻

五

第
一
蹴

王



陶
磁
器
業
の
産
業
草
命

IP-z 
寺ヰ名目人1815入

第
七
十
主
巷

第

捜

ヨ王

主

ω
奈
良
本
辰
也
「
近
代
陶
磁
器
業
叩
成
立
」
七
五
頁

同
「
尾
多
賓
館
」
一
七
一
頁

闘
州
問
「
繋
如
勝
間
磁
器
業
調
査
」
明
治
三
七
年
(
「
根
神
且
研
控
」
=
二
巻
五
・
大
競
堀
江
保
蔵
教
授
荷
主
よ

p)

こ
れ
b
の
問
屋
に
特
約
工
場
と
し
て
隷
属
さ
れ
た
マ
ニ
ユ
フ
ナ
グ
チ
ユ
ア
・
家
内
工
業
は
、
漸
次
に
各

工
場
の
間
に
分
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
コ
ー
ヒ
ー
h

碗
・
小
皿
・
ミ
ル
グ
入
れ
・
砂
防
宣
・

楕
図
形
大
皿
た
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
業
者
が
請
負
っ
て
素
地
金
大
量
生
産
し
、
こ
れ
を
問
屋
が
名
古
屋
の

仕
ド
一
げ
マ
一
一
ユ
て
一
括
し
て
と
消
付
主
し
、
帰
窯
て
仕
上
げ
る
の
て
あ
っ
て
、
職
出
品
の
な
か
て
も
テ
ィ
ー

・セ

y
ト
、
デ
ィ
ナ
ー
・
セ
ッ
ト
〔
一
O
O
ピ
l
ス
標
準
)
の

Z
う
に
多
数
の
異
形
の
製
品
を
作
る
た
め

に
と
ら
れ
た
遁
蔭
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
下
請
的
介
業
は
賢
質
的
に
「
分
散
工
場
制
工
業
」
て
あ
り
、
隷

属
マ
ニ
ユ
を
一
貫
す
れ
ば
大
工
場
と
同
じ
機
能
を
有
し
、
分
業
の
利
袋
を
充
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
屋
資
本
は
犬
規
模
工
場
全
設
け
る
よ
り
、
中
-
小
工
場
氏
下
請
さ
せ
て
、
者
汗
勝
働
白
製
品
を
安
〈
買
取
る
方
が
、
高
利
潤
を
得
ら

れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
て
あ
る
。
し
か
し
己
の
「
分
散
工
場
」
的
経
替
は
、
木
質
的
に
は
遺
具
に
よ
る
手
工
業
的
生
罪
で
あ
り
、
生

産
量
の
増
大
、
製
品
の
劃
一
化
に
は
有
利
ゼ
あ
っ
て
も
、
生
産
様
式
を
質
的
に
高
め
る
も
の
ぞ
は
な
か
っ
た
。

限
主
将
じ
れ
ば
、
日
本
陶
磁
棒
業
の
、
豆
一
嬰
市
場
で
あ
っ
た
米
園
忙
射
し
て
は
、
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
年
)
の
九
高
七
一
一
四
四

F

ル
か
ら
一
九
O
一
年
(
明
治
一
ニ
四
年
戸
の
四
六
高
九
七
O
七
ド
ル
へ
と
融
問
額
は
四
・
八
倍

r膨
脹
し
た
が
、
比
率
に
す
れ
ば
一
・
九

%
か
ら
囚
・
八
%
に
よ
っ
た
に
す
ぎ
か
漏
・
英
・
悌
陶
磯
操
業
の
濁
占
市
場
へ
の
後
遺
闘
目
本
の
喰
旧
こ
み
は
容
易
左
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
期
間
に
芙
闘
が
六
一
一
必
か
ら
三
O
%
へ
著
し
く
下
降
し
て
い
る
に
反
し
、

F
イ
ツ
は
一
七
だ
か
ら
-
一
一
七
ガ
へ
と



上
昇
し
て
7
メ
リ
カ
市
場
て
王
座
を
し
め
、
日
本
窯
業
山
首
面
の
敵
も
新
興
ド
イ
ツ
窯
業
で
あ
っ
た
が
、
モ
白
頃
米
闘
に
あ
っ
た
務
外
質

業
体
習
生
の
一
人
は
米
関
市
場
の
陶
磁
器
に
つ
W
て
、
『
日
本
品
は
円
本
主
の
珍
b
し
さ
を
以
て
買
わ
れ
、
ド
イ
ツ
品
は
必
要
に
逼

b

れ
て
買
わ
弘
』
と
い
っ
て
h
る
k
う
に
、
日
本
製
品
は
手
指
の
日
本
査
と
倖
統
的
た
意
匠
の
珍
奇
さ
を
買
わ
れ
℃
い
た
の
で
あ
り
、
「
不

グ

ー

ス

グ

1
ス

捕
な
る
事
。
是
れ
は
普
通
商
人
心
取
引
す
る
庭
の
商
品
に
し
て
、
依
り
に
今
豆
打
位
を
取
り
検
査
す
る
に
、
其
間
必
ず
卒
打
若
〈
は
萱

グ
1
ス

ル

初

打
位
白
犬
小
厚
薄
不
定
の
も
の
を
見
る
』
の
で
あ
っ
て
、
狂
用
性
と
劃
一
性
に
お
い
て
濁
・
英
・
悌
白
製
品
に
較
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た

の
は
、
結
局
か
れ
ら
の
産
業
革
命
を
完
遂
し
た
大
機
械
制
工
場
と
、
後
進
園
日
本
の
、
主
要
輸
出
陶
磁
器
産
地
て
あ
る
中
京
地
方
の
経
営

形
械
で
あ
る
問
屋
制
マ
ユ
ユ
フ
ア
タ
チ
ュ
?
の
生
産
能
力
白
相
症
以
外
の
主
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
瀬
戸
の
マ
一
一
ユ
・
家
内
工
業
て

製
造
さ
れ
た
素
地
を
名
古
屋
白
問
屋
が
給
付
し
て
完
成
す
る
と
い
う
形
樺
は
、
目
常
ロ
聞
が
捺
件
と
す
る
製
品
心
量
産
と
均
一
牲
を
あ
る

程
度
減
足
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
完
全
友
賞
現
型
態
て
あ
る
一
賞
作
業
主
行
う
機
械
制
大
工
場
白
製
品
に
謝
し
て
は
、
そ
の
劣
勢
を
ど
う

ナ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ド
イ
ツ
製
品
と
比
較
し
て
脆
弱
性
・
不
均
一
性
な
ど
の
一
切
の
不
利
は
、
そ
の
基
底
に
横
た
わ
る
問
屋
制
マ
ニ

ヨ
フ
ア
ク
チ
ユ

7
と
い
う
生
産
関
係
白
脆
弱
性
心
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
か
I

〈
し
て
陶
磁
器
設
の
産
業
革
命
の
本
格
的
完
遂
が
、

歴
史
的
要
請
と
し
て
現
わ
れ
て
き
た
。
し
か
も
名
古
屋
港
の
築
港
工
事
が
完
成
し
て
、
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー
ク
航
路
白
一
再
ト
Y
級
の
入
港

が
可
能
に
た
り
、
品
市
圏
市
場
白
高
級
品
へ
白
要
求
が
直
接
中
京
陶
議
訳
業
界
へ
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
、
大
工
場
制
へ
の
要
求
は
い
や

が
上
に
も
高
ま
っ
て
き
た
。

州
側
肘
奈
良
本
辰
也
「
近
代
陶
磁
幹
業
の
成
立
」
八
七
頁

蜘
良
商
務
次
官
金
子
崖
一
太
郎
の
描
設
(
前
持
瑚
江
保
康
敬
授
の
論
文
土
"
と

陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

第
七
十
五
巻

主

第

就

五



陶
磁
器
業
の
産
業
草
命

第
七
十
五
巻

五
四

第

五世

五
回

四

産
業
革
命

1
1二
つ
の
型

こ
白
場
合
イ
ギ
リ
ス
な
ら
ば
、
産
業
革
命
完
遂
の
主
植
は
産
業
資
本
て
あ
る
生
産
者
暦
で
あ
っ
た
が
、
百
本
の
場
合
こ
れ
に
相
営
す

る
漏
戸
の
窯
屋
居
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
明
治
一
五
年

i
l二
O
年
に
マ
ユ
ユ
に
轄
化
を
始
め
た
瀬
戸
は
、
次
第
に
そ
の
程
度
を

高
め
、
一
一
八
年
に
は
使
用
職
エ
数
一
一
一
人
以
上
↓
l
l
六
O
人
に
至
る
マ
ユ
ユ
と
見
倣
し
う
る
工
場
は
一
一
一
一
一
一
戸
て
、
全
植
の
一
一
一
・
六
%

約

別

に
な
り
、
三
一
八
年
に
は
使
用
職
工
数
一

O
人
以
土
九

O
人
に
お
よ
ぶ
も
の
が
八
-
一
戸
て
、
全
日
間
の
一
二
・

od舟
に
遣
し
、
マ
ユ
ユ
的
牛

産
が
支
配
的
に
た
っ
て
き
た
。
と
の
よ
う
に
経
勝
規
模
の
大
き
な
も
の
一
も
段
々
と
褒
生
し
て
空
た
が
、
し
か
し
自
己
費
大
白
の
蓄
積
を
も

た
な
い
『
小
製
遣
業
者
は
一
般
に
其
資
金
貧
弱

V
し
て
経
替
が
頗
る
困
難
白
欣
況
で
、
其
金
融
に
於
て
も
此
等
製
遣
業
者
に
劃
し
て
は

金
融
機
関
た
る
銀
行
が
信
用
貸
金
震
す
事
は
殆
ん
ど
稀
て
、
且
つ
又
一
般
的
に
陶
磁
器
の
如
き
性
質
の
ご
も
の
に
向
つ
て
は
櫓
保
貸
出
せ

ぬ
』
の
で
安
本
の
逗
轄
は
困
難
を
き
わ
め
た
が
、
名
古
屋
白
問
屋
安
本
は
、
ま
た
同
時
に
安
本
の
前
貸
を
行
う
前
期
的
利
貸
商
業
資
本

で
あ
っ
た
か
ら
、
「
一
、
製
遺
者
と
販
費
者
と
の
関
係
及
商
習
慣
、
普
通
行
は
る
る
取
引
の
方
法
を
見
る
に
、
瀬
戸
・
赤
津
等
の
一
各
町

村
の
製
逃
者
は
、
瀬
戸
町
及
名
古
屋
市
に
於
け
る
販
費
者
と
の
特
約
に
係
る
商
品
を
扱
ふ
も
の
最
も
多
く
、
而
し
て
此
等
白
代
金
は
、

最
初
版
費
者
上
り
製
誼
者
に
謝
し
一
-
一
分
の
一
乃
一
主
四
分
の
一
の
現
金
を
前
渡
し
、
現
口
問
受
渡
済
の
よ
精
算
す
る
を
常
と
す
ら
』
白
て
あ

り
、
資
本
心
前
貸
は
一
般
的
投
獄
態
て
あ
っ
一
た
が
、
共
の
結
果
、

費
卸
商
問
屋
筋
白
裁
断
に
よ
っ
て
自
由
に

f
bれ』

『
其
製
品
債
格
の
如
き
も
殆
ん
ど
此
等
債
権
者
の
位
置

r座
す
る
販

『
問
屋
は
一
般
に
資
力
を
有
す
る
も
の
多
き
が
故
に
、
常

r前
者
を
墜
泊
一

L
、
僅

m
 

k
糊
口
せ
し
む
る
に
止
ま
り
、
堅
笠
た
る
製
産
白
改
良
護
連
を
策
す
べ
き
飴
絡
を
奥
へ
ず
。
』

こ
の
工
う
に
前
貸
問
屋
資
本
に
上
っ
て
、

高
度
白
商
業
利
潤
を
搾
取
さ
れ
た
瀬
戸
の
小
生
産
者
は
、

『
見
込
製
造
ノ
如
キ
毛
資
金
/
運
醇
一
一
可
次
々
タ
ル
鴛
メ
、
商
機
ヲ
察
ス
ル
ノ



連
ナ
ク
、
知
ヲ
ズ
識
ラ
ズ
続
賞
ニ
陪
H
、
克
二
粗
製
獣
遣
/
結
果
ヲ
見
h
N
-

一
長
川
』
の
ぞ
あ
り
、
結
局
は
「
前
借
前
借
り
姿
に
て
、
常

に
債
務
者
の
位
置
を
除
す
る
態
は
ず
、
業
務
。
仮
興
を
策
す
る
の
徐
裕
を
有
せ
ず
、
一
一
六
時
中
資
金
の
融
通
に
の
み
波
頭
す
る
が
矯
め

向
上
護
展
は
印
子
高
い
も
の
が
あ
と
の
で
あ
っ
た
。
第
六
表
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
=
六
年

1
i四
O
年
に
ι拾
い
て
、
日
露
戦
争
の
矧
聞

を
除
い
て
製
造
戸
数
は
漸
決
増
加
し
て
い
る
が
、
平
均
経
皆
規
模
は
ほ
と
ん
ど
饗
b
ず
、
前
貸
問
屋
安
本
の
高
度

ω搾
取
に
工
り
、
瀬

戸
全
悼
の
生
産
力
の
登
展
は
停
滞
欣
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
治
一
五
年
頃
に
は
同
展
資
本
の
前
貸
を
受
け
て
い
た
つ
干
窯
」
は
約
二
o
d
p
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
問
屋
支
配
の
ゆ
吉
わ
た

っ
た
一
二

0
年
代
な
か
ば
に
は
、

一泊一正-凶一

何
一
部
一
む
一

m
-
k
一止

M-一町
四
一
一
日
一
凶
一
蹴

ト

ζ

d

↑
白
一
ー
一
井

開
百
問
削
州
一
間

|
政
阿
川
町
一
繍

れ
一
工
蜘
ヱ
一
茂

製
一
職
一
一
職
一

7.5 

第 6衰

次必ず
ー「

陶
磁
器
業
円
産
業
草
命

『
瀬
戸
町
に
於
け
る
製
造
者
三
百
九
十
六
戸
の
内
、
販
費
者
よ
り
上
必
を
占
む
る
も
心
約
五
十
戸
に
し

て
、
他
の
一
一
一
百
凶
十
六
戸
は
概
し
て
版
費
者
の
下
位
に
居
る
も
の
の
如
い
』
で
あ
っ
て
、
瀬
戸

ω窯
屋
の

約
九
割
は
前
貸
問
屋
資
本
の
下
に
隷
属
し
て
い
た
。

以
よ
の
よ
う
に
名
古
屋
の
前
貸
問
屋
斉
木
は
、
瀬
戸
が
日
常
品
生
産
へ
と
施
回
を
開
始
し
た
頃
に
は
、

海
外
市
場
へ
の
媒
介
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
生
産
力
主
増
大
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
が
、
瀬
戸
の

マ
ニ
ユ
化
が
相
官
進
ん
だ
頃
に
は
、
高
率
の
商
業
利
潤
を
吸
い
取
る
こ
と
に
上
り
、
瀬
戸
白
窯
元
の
産
業

資
本
白
蓄
積
を
阻
害
し
て
、
モ
の
生
産
力
の
上
昇
を
萎
縮
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
り
で
あ
っ
た
。

働
「
見
参
費
鑑
L

第
三
巷
一
軍
九
|
一
六
一
頁

倒
「
大
日
本
窯
業
協
脅
雑
誌
」
第
一
五
軒
(
「
地
政
事
L

第
二
巻
二
鵠
八
四
頁
、
辻
本
氏
論
丈
上
主

制
刷
例
名
古
屋
市
「
陶
磁
界
に
閲
す
る
調
査
」
六
三
頁

同
制
「
愛
知
豚
陶
u

凶
器
調
査
」
(
前
掲
掘
江
保
蔵
救
授
論
文
よ
m
y
)

制
つ
日
本
窯
業
大
観
」
二
三
四
頁

第
七
十
五
嘗

玉
三五

第
一
揖

五
五



陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

第
七
十
五
巻

玉
大

第

是虎

玉
大

。。

「
整
担
牒
陶
磁
器
開
査
」

(
「
匪
民
」
創
刊
駿
一
四
一
一
貝
)

し
か
し
こ
む
よ
う
な
瀬
戸
に
も
産
設
革
命

ω
波
は
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
て
き
た
o

三
一
五
年
に
は
瀬
戸
陶
器
準
校
て
一
右
茨
窯
の
焼
成

試
験
に
成
功
し
、
モ
れ
以
後
石
山
頁
窯
は
瀬
戸
業
者
山
聞
に
普
及
し
て
、
松
材
を
燃
料
と
す
る
登
窯
か
ら
石
様
窯
へ
機
械
化
の
第
一
歩
が

的

印
せ
ら
れ
た
が
、
主
れ
と
同
時
に
、
一
二
井
・
一
二
菱

ω石
決
版
買
所
が
始
め
て
設
け
ら
れ
た
o

己
れ
は
瀬
戸
築
業
の
も
っ
と
も
亘
要
な
立

地
位
体
件
て
あ
る
燃
料
が
附
託
白
山
林
地
主
の
手
か

b
、
一
二
池
(
明
治
一
四
年
桝
下
げ
)
・
高
島
(
一
二
年
耕
下
げ
)
雨
炭
障
を
手
に
入

れ
、
モ
の
後
筑
豊
沢
田
へ
も
喰
い
乙
ん
で
(
一
一
一
井
は
二
九
年
・
コ
一
変
は
二
二
年
)
石
茨
業
を
濁
占
し
つ
ワ
あ
ヲ
た
、
一
ニ
井
・
一
ニ
菱
雨
財

閥
の
支
配
網
の
中
へ
再
編
成
さ
れ
℃
い
ワ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

も
づ
と
も
重
要
注
原
料
て
あ
る
製
土
業
も
、
モ
れ
ま
で
は
各
小
生
産
者
が
猿
投
村
方
面
の
水
車
て
製
造
す
る
右
粉
と
、
瀬
戸
・
赤
津

ガ
イ
U
H

メ

か
b
同
る
蛙
目
・
木
節
白
原
土
を
買
入
れ
て
固
家
の
作
業
場
白
一
一
部
て
精
製
調
合
し
て
い
た
。
明
治
一
三
一
年
に
瀬
戸
陶
磁
ヱ
商
同
業
組

ω
 

合
主
組
織
し
た
後
は
、
組
合
の
直
営
事
業
に
な
づ
た
が
、
そ
の
生
産
方
法
は
依
然
と
し
℃
機
械
以
前
の
段
階
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
た

森
村
組
は
、
製
土
部
門
を
機
械
化
し
て
、
瀬
戸
窯
業
の
生
産
量
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
白

b
ω
商
業
利
潤
を
高
め
る
た
め
に
、
ま
た
間

近
に
計
霊
中
白
機
械
制
大
工
場
の
原
料
を
整
備
確
保
す
る
た
め
に
、
『
今
一
二
十
六
年
名
古
屋
市
森
村
組
及
瀬
戸
有
志
者
聯
合
、
卒
先
安

主
投
じ
、
洋
式
水
線
場
心
建
設
を
企

τ、
蒸
気
汽
鍵
を
備
へ
付
け
、

A
寸
担
、
毎
同
百
員
以
ょ
の
粘
土
を
精
製
す
る
に
至
れ
り
。
核
粘
土
は

器
械
的
製
造
た
る
を
以
て
共
質
一
定
し
、
多
数
同
一
器
物
の
製
作
に
適
す
る
が
故
に
、
製
造
者
の
歓
迎
す
る
所
と
な
り
、
需
要
増
進
せ

ん
凸
』
し
、
こ
と
に
製
土
部
門
に
沿
け
る
動
力
は
、
水
力
か

b
蒸
汽
力
へ
と
特
換
さ
れ
た
o

さ
ら
に
生
産
工
棋
の
主
要
部
円
で
あ
る
成
型
過
程
に
つ
い
て
み
る
と
、
電
力
事
業
は
日
本
て
は
=
二
年
頃
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
一
一
一

五
年
に
瀬
戸
に
も
三
河
電
力
株
式
曾
祉
に
よ
り
霊
法
献
が
引
か
向
、
三
一
判
電
力
が
名
古
屋
電
力
株
式
品
質
枇
に
合
併
さ
れ
た
明
治
四

O
年



頃
か
ら
動
力
と
し
て
用

hvb
れ
は
じ
め
、

「
千
機
臨
し
が
「
動
力
糠
騒
」
に
踊
買
え

b
れ
、
素
地
生
産
工
程
に
一
大
革
命
を
ま
さ
起
し
、

こ
れ
ま
で
の
「
手
嶋
ム
咽
」
の
秘
停
的
技
術
羽
田
得
の
た
め
白
年
季
奉
公
徒
描
は
、
「
動
力
機
騒
」
の
簡
易
化
さ
れ
た
技
術

ωた
め
に
、
や

干
、
近
代
的
右
勢
働
者
に
進
化
し
、
生
産
量
は
格
段
の
増
加
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
製
土
部
門
へ
も
電
動
力
は
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
低

賃
金
の
背
行
勢
働
に
よ
る
零
細
築
業
に
電
動
力
が
結
び
ワ
け
b
れ
る
と
、
小
規
模
動
力
主
簡
単
に
得
る
乙
と
が
で
き
る

ωて、

替
の
集
中
士
阻
止
し
て
零
細
性
を
維
持
す
る
方
向
に
作
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

唐
経

~~ 駐車 (61) ~V 申9) ~~ 

円
瀬
戸
今
昔
物
語
」
二
七
五
百

同
右
二
七
七
頁

「
愛
知
豚
且
」
第
四
巷
六
四
九
頁

「
愛
知
麻
陶
磁
器
業
調
査
」
(
前
掲
堀
江
侭
康
教
授
論
文
よ
り
)

「
紳
大
典
記
念
・
瀬
戸
町
誌
」
八
四
頁

「
淵
戸
市
振
興
に
闘
す
る
調
査
報
告
」
六
四
頁

こ
の
よ
う
に
生
産
量
一
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
名
古
屋
白
東
北
五
呈
白
山
聞
の
小
盆
地
に
あ
る
瀬
戸
は
、
蓮
職
カ
の
不
足
を
感
じ
ざ

る
を
得
ず
、
「
然
レ
ド
モ
瀬
戸
地
方
ニ
至
テ
ハ
舟
稗
ノ
使
ナ
ク
、
且
ツ
鎖
路
一
一
接
セ
ず
ル
ガ
故
一
一
運
輸
極
メ
テ
便
ナ
ラ
ズ
、
武
高
噸
ノ
心

同
地
製
品
ハ
悉
グ
脱
車
ニ
ヨ
リ
名
古
屋
ニ
搬
送
セ
ラ
ル
ル
/
現
況
ニ
シ
テ
、
共
運
賃
貫
一
一
一
一
一
寓
武
干
困
ヲ
計
上
ス
(
明
治
コ
一
五
年
頃
M
o
」

と
い
う
扶
態
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
隠
じ
て
三
八
年
四
月
に
ガ

y
u
y
動
力
に
よ
る
「
瀬
戸
日
働
鎖
道
」
が
名
古
屋
郊
外
白
矢
田
ま
で

加

問
題
し
、
コ
一
九
年
一
一
一
月
に
は
電
動
力
に
よ
る
「
瀬
戸
電
策
鎖
道
」
へ
と
護
蓮
し
、
四
四
年
コ
一
月
に
は
瀬
戸
と
名
古
屋
市
内
の
堀
川
の

間
に
全
線
が
開
通
し
た
U

こ
こ
に
交
遁
革
命
が
完
成
し
て
運
轍
力
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
瀬
戸
は
製
品
の
搬
出
と
原
料
・
石
炭
の
移
入

に
近
代
的
な
自
ら
の
足
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

陶
磁
器
業
の
産
業
革
命

第
七
十
五
春

豆
七

第

披

五
七



陶
磁
器
業
の
葎
業
草
命

第
七
十
五
巻

五
ノ1

第

鵠

五
F、

こ
の
よ
う
に
石
没
窯
・
蒸
気
製
土
機
・
電
気
機
騒
・
電
気
鋭
遣
の
迫
入
は
、
た
し
か
に
産
業
革
命
の
端
初
的
確
立
正
よ
ぶ
の
に
ふ
き

わ
し
い
扶
態
て
あ
づ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
機
械
・
動
力
心
導
入
は
、
泊
目
落
零
細
農
民
の
下
居
か
ら
流
出
す
る
低
賃
金
務
働
を
基
盤

と
し
、
前
期
的
前
貸
問
屋
資
本
の
搾
取
の
も
と
に
産
業
費
木
の
世
間
積
を
遂
行
し
得
な
い
零
細
た
瀬
戸
窯
業
の
上
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
瀬
戸
を
機
校
制
大
工
場
の
方
向
へ
上
昇
せ
し
め
ず
、
零
細
工
場
・
マ
一
一
ユ
の
生
産
工
程
に
部
分
的
に
機
械
を
導
入
し

て
、
来
成
熟
な
『
小
卯
病
的
産
業
革
命
」
と
い
う
給
某
に
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
心
頃
7
メ
リ
月
市
場
は
、
従
来
の
茨
併
が
か
っ
た
素
地
て
は
な
く
、
純
白
の
地
に
縁
模
様
を
つ
け
た
清
潔
腐
の
あ
る
白
破
の
テ
ー

ブ
ル
・
ウ
エ
ア
を
要
求
し
て
い
た
ロ
し
か
し
こ
の
よ
う
在
高
度
の
設
備
と
技
術
を
必
要
と
す
る
製
品
は
、
瀬
戸
の
中
・
小
の
窯
屋
て
は

作
り
得
べ
く
も
な
か
っ
た
。
こ
の
市
場
の
欣
態
を
見
た
森
村
組
は
白
か
ら
の
蓄
積
し
た
問
屋
賛
本
て
大
工
場
建
設
を
決
意
し
、
明
治
三

七
年
一
月
に
資
本
金
一

O
寓
固
て
日
本
陶
器
合
名
曾
駐
を
設
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
米
圏
市
場
て
優
勢
を
占
め
る
ド
イ

γ
を
ま
ね
て
工

場
化
を
試
み
、
ド
イ

y
か
ら
職
入
し
た
最
新
式
の
機
械
惜
系
は
、
ト
ロ
Y

メ
ル
・
ミ
ユ
レ
(
粉
砕
機
)
墨
誼
機
・
撹
枠
制
側
・
マ
グ
、
不

ア
ト
ク
エ
ァ
ト
マ
シ
1
ネ
(
以
上
原
料
庭
回
工
程
)
、
機
械
磁
鞠
・
フ
日
ク
シ
ヨ
ン
プ

ν
兄
(
以
上
成
型
工
程
)
、
ド
イ
ツ
式
四
乃
至
六
米

i

m

 

倒
街
式
二
階
及
三
階
窯

-
f
イ
ツ
式
右
炭
焚
給
付
窯
(
以
上
焼
成
工
程
)
て
あ
り
、
大
工
場
制
工
業
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
完
備
し
た
一

連
の
機
械
閥
系
で
あ
っ
た
。
使
用
動
力
は
さ
六
五
馬
力
、
職
工
敏
は
男
工
四
コ
二
人
、
女
工
七
九
人
て
あ
っ
む
(
明
治
四
一
一
年
)
。

工

場
を
交
通
の
便
の
よ
hv
名
古
屋
の
西
直
則
武
に
立
地
し
た
の
は
、
一
右
茨
な

b
び
に
硬
質
陶
器
に
必
要
注
天
草
一
右
の
移
入
が
、
原
料
・
動

力
指
向
を
と
b
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
己
の
上
う
に
し
て
日
本
最
初
の
本
格
的
産
業
革
命
は
問
屋
商
業
資
本
森
村
組
に
よ
り
完
遂
さ
れ
、

四
五
年
頃
に
は
米
園
向
テ
ー
ブ
ル
・
ウ
エ
ア
は
、
青
鼠
色
白
索
地
を
全
駿
し
て
純
白
機
器
の
も
の
が
そ
の
す
べ
て
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
問
屋
制
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ

7
に
よ
る
中
京
陶
磁
器
の
脆
弱
性
・
不
均
一
性
は
克
服
さ
れ
て
い
っ
た
U



そ
れ
に
慎
H
て
四
一
年
に
間
代
商
庖
の
同
代
市
女
郎
と
加
藤
梅
太
郎
は
千
種
制
捜
陶
合
奏
舎
祉
を
設
立
し
、
回
同
年
に
回
井
組
の
寺
停

留
四
郎
は
帝
闘
製
陶
所
(
後
の
名
古
屋
製
陶
所
)
を
設
立
、
大
正
五
年
に
内
川
製
陶
工
場
が
開
業
さ
れ
た
。
こ
む
よ
う
に
大
工
場
は
績

槙
と
名
古
屋
に
設
立
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
問
屋
商
業
資
本
の
産
業
資
本
化
て
あ
り
、
森
村
組
正
そ
の
賓
本
の
系
譜
を
同
じ
く
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

側師事自信時申事

「
愛
知
燃
胸
磁
器
業
調
査
」
(
「
歴
史
」
創
刊
器
一
四
三
頁
)

「
制
大
典
記
念
・
瀬
戸
町
詰
L

八
八
頁

奈
良
本
辰
也
「
託
代
陶
磁
器
設
の
成
立
」
九
七
頁

同
右
九
八
頁

「
名
占
犀
市
旦
・
産
業
制
」
一
主
四
頁

玉
、
結

び

日
本
の
陶
磁
器
業
白
産
業
革
命
は
、
そ
の
本
来
的
た
捲
h
手
て
あ
る
べ
き
、

「
下
か

b
の
一
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
化
」
て
あ
る
瀬
戸
の
産
業
費

本
が
名
古
屋
の
商
業
資
本
の
支
回
の
下
に
産
業
革
命
遂
行
の
主
睦
的
ェ
、
不
ル
ギ
を
散
逸
さ
せ
て
し
古
い
、
そ
れ
に
襲
っ
て
こ
れ
ら
白

商
業
資
本
と
利
貸
資
本
の
爾
機
能
を
替
む
問
屋
が
こ
心
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
搾
取
し
て
、

行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
己
白
己
と
は
絶
鈎
主
義
権
力
と
前
期
的
商
業
費
木
が
抱
合
し
て
、
そ
の
封
立
物
で
あ
る
「
下
か
ら
白
プ
ル

d

ヨ

ワ
化
」
と
し
て
設
達
し
て
き
た
産
業
資
本
を
底
殺
し
て
、
迭
に
プ
ル
チ
ヨ
ワ
革
命
を
塗
行
さ
せ
左
か
っ
た
日
本
資
本
主
義
の
↑
産
業
資
本

形
成
期
に
お
け
る
構
法
的
特
質
を
、
陶
機
器
業
に
沿
い
て
も
如
貨
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
陶
器
曾
祉
は
、
そ
の
一
一
後
多
数
の
傍
系
舎
祉
を
設
立
し
、
支
配
網
主
張
り
め
ぐ
ら
し
て
一
大
コ

Y

ピ、不
l
y
ヨ
Y

を
形
成
し
、
期

「
上
か
ら
の
輸
入
産
業
草
命
」
を
天
下
り
式
に
途

陶
磁
器
業
四
産
業
革
命

第
七
十
五
告

主王

九

第

抜

五
ブh



陶
磁
蒋
業
の
産
業
革
命

事園窯業の桝替担概

面互同|在雪量
本(附|間61回五r9.5人

ドイツ(1山)1 竺j竺竺吐2竺士
三二平副 ~~r~蜘ムユャ壬
フラシス何詳)1 1田|田∞0人 166.6人
英 国(1蜘)I制|前日以|
国(1933)1 231 12拙以|

165.7人

第 T蓑

日

102.3人米

第
七
十
主
告

第

競

ノ、
O 

ノ、
O 

ニ蓋世間研究町 l隅胸器工業P構造的研究」
14買

業
の
王
座
に
君
臨
し
、
去
の
製
品
『
ノ
リ
グ
ケ
・
チ
ャ
イ
ナ
』
は
世
界
に
名
聾
一
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
た
が
、
瀬
戸
は
部
分
的
に
機
織
を
導
入
し
て
零
細
工
場
・
マ
エ
ユ
・
家
内

工
業
の
複
雑
在
内
容
を
含
ん
だ
ま
ま
中
小
企
業
と
し
て
現
在
に
至
担
、
「
J

セ
ト
モ
ノ
」

は
安
物
の
代
名
詞
白
よ
う
に
な
り
、
主
と
し
て
東
・
南
洋
市
場
と
園
内
市
場
め
あ
て
に

生
産
さ
れ
る
よ
う
に
在
っ
た
。
第
七
表
に
よ
れ
ば
、
諸
外
園
は
い
ず
れ
も
一
工
場
蛍
り

心
持
働
者
数
は
一

O
二
人
|
|
ム
ニ
ニ
七
人
に
及
び
、
大
経
瞥
へ
の
集
中
を
み
せ
て
h
る

の
に
、
ひ
と
り
日
本
の
み
は
僅
か
に
九
・
五
人
の
零
細
性
を
示
し
て
お
り
、
上
述
の
罪

業
革
命
白
樺
迭
の
特
異
性
を
遺
憾
な
く
物
語
っ
て
い
る
。

(
一
丸
五
四
・
一

0
・
二
五
)
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